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肝癌・非代償性肝硬変患者データベース構築にあたって、必要な項目の選定について討議すると

共に自施設の症例登録を行った。また進行肝細胞癌(HCC)に対する治療戦略を議論・解析するた

めの共通言語を提供することを目的とし、切除可能性分類（切除可能、ボーダーライン(BR)切

除可能 1、ボーダーライン切除可能 2）の基準について、Liver Cancer 誌に報告した。 

 

A 研究目的 

進行肝細胞癌に対する治療戦略を議論・解析す

るための共通言語を提供することを目的とす

る。 

 

B 研究方法 

BR-HCC（ボーダーライン切除可能肝細胞癌）

に関する最初のワーキンググループのメンバ

ー、「肝がん取扱い規約」委員会、および日本

肝臓学会の診療ガイドライン委員会の委員の

中から選出された 17 名の肝胆膵外科の専門医

で Expert Panel が構成された。公正性と匿名

性を確保するため、HCC の切除可能性に関す

る日本人専門外科医へのアンケート調査を担

当した KAがコーディネーターとして、委員の

匿名投票の集計および解析を行った。 

まず、日本人肝胆膵外科専門医を対象としたア

ンケート調査の結果が Expert Panel に提示さ

れ、自由討議を通じて重要な論点が抽出された。

その後、Clinical Questions が設定され、アン

ケート回答、既存データ、および利用可能なエ

ビデンスを基に議論が行われた。これを踏まえ、

HCC における腫瘍学的切除可能性の基準に関

するコンセンサスステートメントを策定する

ための投票が実施された。 

本稿で提示する専門家コンセンサスステート

メントは、技術的および肝機能的に切除可能な

状況（R）を前提としたうえで、腫瘍学的観点

からの切除基準を定義したものです。 

 

C 研究結果 

腫瘍径、腫瘍数、脈管浸潤、肝外転移について

それぞれの腫瘍学的意義を考慮し、以下のよう

に切除可能(Resectable)、ボーダーライン切除

可能 1(Borderline resectable 1)、ボーダーライ

ン切除可能 2(Borderline resectable2)が定義さ

れた。 
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図 1. 腫瘍学的切除可能性基準の基本的定義 

 

 

図 2. 腫瘍数と最大腫瘍径による HCC の切除可能基

準。縦軸は腫瘍数（n）、横軸は最大腫瘍径（cm）。R

は切除可能、BR1 はボーダーライン切除可能 1、BR2

はボーダーライン切除可能 2。 

 

 
図 3. 提案されている腫瘍学的切除可能性基準の概要。 

*限局性肝外転移(Extrahepatic spread)の例は以下の通

り： 

3 番、8 番、12 番リンパ節への孤立性リンパ節転移、

限局性腹膜播種、片側副腎転移、肺への少数転移。R は

切除可能、BR1 はボーダーライン切除可能 1、BR2 は

ボーダライン切除可能 2。 

 

D 考察 

腫瘍学的切除可能性の基準は、進行 HCC に対

する集学的治療の議論や解析を行うための共

通言語として機能することが期待されており、

将来的なエビデンス構築にも貢献すると考え

られる。本基準は今後の全身治療の進歩および

検証研究の結果に基づいて、最適化・修正・更

新されていくことが期待される。 

 

E 結論 

進行肝細胞癌を腫瘍径、腫瘍数、脈管浸潤の有

無、肝外転移の有無で切除可能、ボーダーライ

ン切除可能 1、ボーダーライン切除可能 2 に分

類し、Liver Cancer 誌に報告した。 

 

F 健康危険情報 

なし 
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